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成 果 の 概 要 

【本研究の目的と成果の概要】 

本研究の目的は，小学生及び中学生の英語力の変遷を縦断的に調査すること

で，小・中学校における英語教育の効果を系統的に検証することである。具体

的には，小学生に対する英検 Jr.と中学 3 年生に対する英検（3 級以上）を英語

力の指標とし，言語習得に関わる認知機能の発達状況に関わるデータと併せて

考察する。本研究は 2014 年度からの研究の継続であり，本研究で収集されたデ

ータは，新しい英語教育制度を中長期的に見据えた基礎データとなることが期

待される。 
 
【調査の実施内容】 

上記の目的を達成するため，福島県内 A 小学校の中学年以上と，福島県内 B

中学校の全学年を対象とした調査を行った。小学生に対しては，英検 Jr.（中学

年は BRONZE，高学年は SILVER）を実施した。A 小学校の現状として，半数

以上の児童が学校以外で英語を学習しているため，主に学校のみでの英語学習

歴である児童（以下，半年未満の学習者）の小学生と学校以外での 2 年間以上

の英語学習歴を持つ児童（以下，2 年以上の学習者）に分けるなど，多面的に

分析を行うことを検討している。B 中学校に対しては，英検（3 級以上）を実

施した。英検 3 級は，文部科学省の「第 2 期教育振興基本計画（平成 25～29

年度）」において，50%の中学生が卒業時点で到達すべき目標として掲げられ

ているものである。なお，B 中学校では既に英検 3 級を保持している生徒が一

定数いたため，それらの生徒は自身が保持している 1 つ上の級を受験させた。 
 

【成果の概要（一部のみ掲載）】 

本稿では本研究の中で最も基礎的なデータとなる英検 Jr（BRONZE と

SILVER）について報告する。昨年度も中学年に対しては BRONZE，高学年に

対しては SILVER を受験させており，昨年度収集したデータと今年度収集した

データの比較および考察を行った。 

 

1. 3 年生のデータ 

 平均得点率は右図の通りであ

り，2017 年度 3 年生は 84.0（標準

偏差 9.74），2018年度 3 年生は 81.2

（標準偏差 12.7）であった。平均

点の減少そして標準偏差の増加が

見られたことは，想定外の結果で

ある。A 小学校では，2017 年度に

引き続き外国語活動が年 35 時間

実施されているため，2017 年度か

ら極端な変化は生じないと想定し

ていた。今後は，英語学習歴の差などを検討していく。 
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2. 4 年生のデータ 

平均得点率は右図の通りであ

り，2017 年度 4 年生は 90.2（標準

偏差 7.7），2018 年度 4 年生は 86.4

（標準偏差 10.9）であった。平均

点の減少そして標準偏差の増加が

見られたことは想定外の結果であ

る。4 年生も 3 年生と同様に，2017

年度に引き続き外国語活動が年 35

時間実施されているため，2017 年

度から顕著な変化は生じないと想

定していた。 

 

3. 5 年生のデータ 

 平均得点率は右図の通りであ

り，2017 年度 5 年生は 86.0（標準

偏差 9.3），2018 年度 5 年生は 88.1

（標準偏差 8.2）であった。やや平

均点の増加および標準偏差の減少

は見られるが，平均点や標準偏差

に顕著な違いは見られなかった。

これは， 

2017 年度に引き続いて外国語科が

70 時間実施されたことに起因して

おり，想定通りの結果と言える。 

 

4. 6 年生のデータ 

平均得点率は右図の通りであ

り，2017 年度 6 年生は 88.9（標準

偏差 6.6），2017 年度 6 年生は 88.6

（標準偏差 7.6）であった。従って，

平均点や標準偏差に顕著な違いは

見られなかった。これは，5 年生と

同様，想定通りの結果と言える。 

 

 

 

 

【本研究の意義と今後の課題】 

本研究は，小学校及び中学校における外国語学習の効果に関する基礎データ

をエビデンスとして収集しており，県内外の小・中学校に対して重要な示唆を

与えることが期待される。また，2020 年度から新学習指導要領が完全実施され

ることを踏まえ，新しい英語教育制度を中長期的に見据えた本研究は，当該分

野における最先端の研究として学術的な価値も高い。 

今回の報告書で一部掲載した英検 Jr.の結果が示しているように，効果的なカ

リキュラムを模索中の現在の教育体制では，新学習指導要領の実施に伴って児

童・生徒の英語能力が必ずしも向上しない可能性もある。例えば，2017 年度か

ら 2018 年度にかけて授業時間数の変更はなかったにも関わらず，小学校 3 年生

および 4 年生において英検 Jr.の得点が下降している傾向が見られた。 
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新学習指導要領に向けた教材等の情報提供が進んでいることを考えると，英

検 Jr.の得点は変化しない，もしくは上昇することが望ましく，下降した理由に

ついて緻密な検討が必要であろう。今後も小学校および中学校における学習者

のデータを継続的に収集することで，教育現場における新学習指導要領の円滑

な実施を支援していく必要がある。 

 


